
 

第
10
、
11

回
詰
四
会
臨
時
作
品
展 

第

10
回
課
題

・
・
・
馬
が
頑
張

っ
て
い
る
作
品 

第

11
回
課
題

・
・
・
大
駒

４
枚
使
用 

担
当 

た
く
ぼ
ん



 

第
10
、
11

回
詰
四
会
臨
時
作
品
展
の
解
答
発
表

で
す
。
作
品
数
は
作
者
数
４
名
で
計
11
作
。
今
回

は
中
長
編
も
数
作
あ
っ
た
為
か
、
解
答
者
数
は
前

回
よ
り
１
名
減

っ
て
４
名
で
し
た
が
、
す
ご
い
メ

ン
バ
ー
よ
り
解
答
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
作
者
の
方
も
こ
の
メ
ン
バ
ー
の
感

想
が
聞
け
る
事
に
喜
ば
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

課
題
は
、
第
10

回
が

「

 
馬
が
頑
張
っ
て
い
る
作

品 

」
（

 

２
作 

）
、
第
11

回
が

「大
駒
４
枚
使

用
」
（

 

９
作 

）
で
し
た
が
が
全
体
的
に
解
答
者

に
は
好
評
だ

っ
た
よ
う
で
す
。 

 

【 

全
題
正
解
者 

】 

橋
本
孝
治
、
隅
の
老
人
Ａ
、
、
隅
の
老
人
Ｂ 

【 

８
題
正
解
者 

】 

冬
眠
蛙 

 

第
１
番 

 
 

酒
井
博
久 

 

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

銀

龍

角歩2

玉

歩

桂

 

【 

詰
手
順 

】 

２

一
銀
成 

同 

玉 

２
二
歩 

 

同 

玉 

３
三
角 

３
二
玉 

５

一
角
成 

２

一
玉 

２
二
歩 

同 

玉 

３
三
馬 

２

一
玉 

 

１

一
馬 
同 

玉 

３

一
龍 

２

一
歩 



２
三
桂 

迄 

17

手 

 
【 
詰
上
り
図 

】 

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

桂

龍

なし

玉

歩

歩

 

 

作
者 失

礼
な
が
ら
、
デ
パ
ー
ト
返
送
作
で
す
。 

★ 

ス
タ
ー
ト
は
難
解
派
酒
井
氏
の
軽
趣
向
作
。
銀

を
成
捨
て
歩
で
玉
を
22

に
誘
い
問
題
の
5

手
目
。

こ
こ
で
33

馬
と
打
て
れ
ば
い
い
の
だ
が
そ
う
は

い
か
ず
角
を
打

っ
て
32

玉
に
開
き
王
手
で
馬
に

変
え
ま
す
。
結
果
馬
を
打

っ
た
事
と
同
じ
に
な
り

ま
し
た
。
22
歩
が
２
回
出
る
だ
け
で
趣
向
っ
ぽ
い

っ
て
い
う
の
も
強
引
で
す
が
、
全
体
の
流
れ
は
軽

趣
向
で
す
よ
ね
。 

 
 

橋
本
孝
治 

 

5

手
目
で
叶
わ
な
か
っ
た
夢
が
13

手
目
で
実
現
。 

な
ぜ
な
ら
そ
の
間
に
角
が
馬
に
出
世
し
て
い
た
か

ら
。 

隅
の
老
人
Ａ 

 
32
銀
は

一
見
主
要
駒
、
良
く
見
れ
ば
邪
魔
駒
。
初

手
に
作
者
ら
し
さ
が
チ
ョ
イ
と
だ
け
見
え
る
。
馬

は
潔
く
散
る
の
で
表
題
は

「

 

桜

（

 

馬 

）
散



る 

」
評
価
Ｂ 

隅
の
老
人
Ｂ 

 

5

手
目
、
つ
い
44
角
打
に
誘
わ
れ
て
苦
戦
。
捨
駒

よ
り
33
角
打
に
惚
れ
ま
し
た
。 

 

★ 

5

手
目
44
角
は
良
い
感
じ
に
見
え
ま
す
が
、

13

玉
と
逃
げ
ら
れ
て
打
歩
詰
に
て
不
詰
。
角
単
打

が
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
好
手
で
す
。 

 

冬
眠
蛙 

 

普
通
な
ら

「

 

平
凡
か
な
あ 

」
と
思
え
る
作
品

で
も
、
課
題
を
見
た
後
だ
と
、
「

 

お
ぉ
、
な
か
な

か 

」
と
思

っ
て
し
ま
う
不
思
議

（

 

笑 

）
。 

 

★ 

よ
く
見
る
と
馬
が
頑
張

っ
て
い
る
と
言
う
よ
り

角
が
頑
張

っ
て
馬
に
な

っ
て･

･
･

か
な 

第
２
番 
 

 

赳
と
英 

 

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

飛龍

馬

香香

と

銀

なし

銀

歩

銀

歩

銀

玉馬
 

【 

詰
手
順 

】 

１
五
飛
成 

２
五
歩 

同 

馬 

５
九
馬 

５
二
馬 

１
五
馬 

３
四
馬 

５

一
馬 

５
六
歩 

５
四
玉 

４
三
銀 

５
三
玉 

６
三
香
成 

同 

玉 

４
五
馬 

６
四
玉 



５
四
馬 

７
五
玉 

７
六
馬 

６
四
玉 

５
四
銀
成 

迄 

21

手 

 

【 

詰
上
り
図 

】 

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

全

歩

と

馬

銀

なし

銀

銀

歩

馬

玉

 

【 

変
化 

】 

2

手
目
、
25
桂
合
は
、
同
馬
、
59
馬
、
52
馬
、
15

馬
、
43
馬
、
52
歩
、
56
銀 

以
下 

 

★
馬
の
利
き
を
51

に
利
か
す
た
め
に
歩
の
移
動
合

が
必
要 

 作
者 

 

形
は
か
な
り
大
袈
裟
で
す
が
、
内
容
は
ま
ず
ま
ず

と
思
い
ま
す
。 

 

★ 

序
の
6

手
目
ま
で
の
内
容
の
濃
い
事
！
大
袈

裟
な
配
置
も
気
に
な
り
ま
せ
ん
。
後
手
の
馬
が
３
／

４
周
し
て
ま
す
の
で
、
先
手
の
馬
も
85
ま
で
行

っ
た

ら
３
／
４
周
な
ん
て
贅
沢
言
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

詰
上
り
見
て
下
さ
い
。
近
く
の
76
ま
で
行

っ
て
る
で

し
ょ
。 

橋
本
孝
治 

 

7

手
目
勢
い
で
85

馬
…
と
は
行
け
ま
せ
ん
で
し



た
。
無
理
や
り
馬
を
周
回
さ
せ
る
よ
り
、
自
由
に

走
ら
せ
た
方
が
良
い
と
の
判
断
？ 

隅
の
老
人
Ａ 

 

15

馬
大
回
転
が
見
え
る
の
で
大
模
様
も
気
に
な

ら
な
い
。
初
手
は
開
王
手
と
み
せ
て
15
飛
成
と
軸

駒
を
つ
く
る
、
出
足
良
し
。
収
束
も
マ
ズ

マ
ズ
で

し
た
。
表
題

「

 

一
輪
車 

」
と
は
如
何
に
？
評

価
Ｂ 

★ 

私
も
初
手
が
巧
い
な
あ
と
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

隅
の
老
人
Ｂ 

 

ア
、
ア
、
ア
ッ
の
3
連
発
。
取
ら
れ
て
も
、
取
れ

れ
て
も
、
懲
り
な
い
奴
め
。 

冬
眠
蛙 

 

収
束
で
少
し
考
え
ま
し
た
。
攻
撃
方
よ
り
守
備
馬

の
動
き
が
印
象
的
な
の
で
、
短
く
仕
上
げ
た
か
っ

た
気
も
。 

★ 

短
手
数
で
収
束
が
バ
チ
ッ
と
決
ま
れ
ば
言
う
こ

と
な
し
だ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
作
者
も
そ
れ
は
考

え
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
課
題

に
ピ
ッ
タ
リ
で
し
た
。 

 

第
３
番 

 
 

山
下
繁
実 

 

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

歩

歩角

飛

飛香

玉

銀

歩馬

歩

 



【 

詰
手
順 

】 
１
二
角
成 

同 

玉 

１
三
香 

同 

玉 

３
三
飛
成 

同 

馬 

１
四
飛 

迄 

７
手 

 

【 

詰
上
り
図 
】 

 
持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

飛

歩

歩

なし

玉

銀

歩

馬歩

 

★ 

24

に
玉
を
出
ら
れ
る
と
詰
め
難
そ
う
な
の
で

邪
魔
そ
う
な
34
角
を
消
去
す
る
初
手
が
ポ
イ
ン

ト
。
2

手
目
同
銀
は
作
意
同
様
33
飛
成
が
あ
る
。

13
香
で
玉
を
呼
び
戻
し
て
見
事
34
角
消
去
完
了
。

止
め
の
33
飛
成
で
収
束
。
気
持
ち
よ
し
。 

 

橋
本
孝
治 

 

大
駒
４
枚
の
課
題
で
す
が
、
「

 

馬
が

（

 

動
く
ま

い
と 

）
頑
張

っ
て
い
る
作
品 

」
と
解
釈
す
れ

ば
、
２
つ
の
課
題
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
作
品
に
な
り
ま

す
。 

 

★ 

馬
が
動
く
ま
い
と
頑
張
る

・
・
・
こ
の
発
想
は

無
か
っ
た
な
あ
～
参
り
ま
し
た
。 

 
隅
の
老
人
Ａ 

 

34
角
が
邪
魔
駒
と
は
気
が
つ
き
に
く
い
。
A

に
近



い
B
評
価
、
類
型
は
有
る
け
れ
ど
好
作
の
部
類
。

表
題

「

 

誰
か
が
足
を
引
い
て
い
る 

」
評
価
Ｂ 

隅
の
老
人
Ｂ 

 

2

手
目
、
同
銀
は
？
こ
れ
も
33
飛
成
で
Ｏ
Ｋ
で
し

た
。
7

手
で
ピ
リ
リ
、
七
味
唐
辛
子
か
な
。 

 

★ 

こ
の
作
品
の
ス
パ
イ
ス
は
Ｂ
さ
ん
に
は
効
い
た

よ
う
で
す
ね
。 

 

冬
眠
蛙 

 

シ
ン
プ
ル
で
好
感
。
43
歩
は
無
い
と
余
詰
？ 

★ 

43
歩
が
無
い
と
、
初
手
14
香
（

 

同
馬
、
同
歩
、

同
玉
、
23
角
打
、
24

玉
、
25
飛
以
下 

）
や
23

飛

（

 

同
歩
、
同
角
成
、
同
馬
、
同
歩
成
、
同
玉
、

24
歩
、
同
玉
、
13
角
、
23

玉
、
24
香
以
下 

）

で
詰
ん
で
し
ま
い
ま
す
。 

第
４
番 

 
 

山
下
繁
実 

 

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

銀銀王

飛金

角金

角

金金銀銀

玉

 

【 

詰
手
順 

】 

７
九
飛 

８
九
飛 

同 

飛 

同 

玉 

６
九
飛 

７
九
飛 

同 

飛 

同 

玉 
５
九
飛 

６
九
飛 

同 

飛 

同 

玉 

４
九
飛 
５
九
飛 

７
九
金 

同 

玉 



５
九
飛 

６
九
金 

９
九
飛 

迄 

19

手 
【 
詰
上
り
図 

】 

 

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

銀

飛

銀王

飛

なし

角金

角

金金

金

銀

玉

銀

 

【 

紛
れ 

】 

9

手
目
、
99
飛
は
、
89
飛
が
逆
王
手
と
な
り
不
詰
。 

 

★ 

こ
れ
は
解
説
不
要
で
し
ょ
う
。
楽
し
ん
で
も

ら
え
た
ら
作
者
も
本
望
。
87

王
配
置
は
さ
す
が
で
す
。 

橋
本
孝
治 

 

合
駒
制
限
の
配
置
を
活
用
し
た
簡
潔
な
飛
打
飛
合
。 

こ
れ
を
思
い
っ
き
り
発
展
さ
せ
る
と
相
馬
康
幸
氏

の

「

 
C
o
l
l
e
c
t
i
o
n
 
N
o
.
7
5
 

」
に
な
る
ん
で
す

ね
。 

【参
考
】
相
馬
康
幸
作 

53

手 

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

飛2金香

銀

香

銀

玉

銀

銀

金

角

金

角

金

 



隅
の
老
人
Ａ 

 
珍
形
で

「

 

く
る
展 

」
向
き
。
易
し
さ
１
番
、

楽
し
さ
２
番
。 

表
題

「

 

討
ち
死 

」。
評
価
Ｂ 

隅
の
老
人
Ｂ 

 

金
の
切
れ
目
が
何
と
や
ら
、
あ
え
な
い
最
後
で
大

往
生
。 

 

★ 

お
金
が
無
く
な
る
と
人
生
も･
･
･

い
え
い
え
そ

ん
な
こ
と
は
無
い
は
ず
。
詰
将
棋
だ
け
に
し
て
欲

し
い
も
の
で
す
。 

 

冬
眠
蛙 

 

詰
む
形
を
探
し
て
か
ら
解
く
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す

ね
。 

★ 

ば
か
詰
で
も
い
け
そ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。

（

 

こ
の
ま
ま
で
は
ダ
メ
で
す
が 

） 

 

第
５
番 

 
 

坂
東
仁
市 

 
 

 

 

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

銀

歩

飛

桂

角桂2歩

銀

玉

飛

歩馬
 

【 

詰
手
順 

】 

２
四
桂 

２
二
玉 

３
二
飛
生 

１
三
玉 

１
二
桂
成 

同 

銀 

２
四
角 

同 

歩 

１
四
歩 
２
三
玉 

３
五
桂 

迄 

11

手 



【 

詰
上
り
図 

】 

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

歩

銀

飛

桂

桂

なし

銀

飛

玉

歩

馬

 

【 

変
化 

】 

2

手
目
、
同
歩
は
、
34
角
、
同
馬
、
13
歩
、
22

玉
、

32
桂
成 

ま
で 

【 

紛
れ 

】 

7

手
目
46
角
は
、
35
歩
～
24
歩
で
不
詰
。 

★ 

最
近
で
は
飛
生
と
見
せ
か
け
て
実
は
飛
成
な
ん

て
捻
く
れ
た
？
作
品
も
あ
り
ま
す
が
、
打
歩
詰
に

不
成
は
王
道
の
回
避
法
。
本
作
は
そ
れ
に
収
束
の

角
短
打
を
加
え
て
１
つ
の
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

7

手
目
角
を
離
し
て
打

つ
と
35

に
歩
の
中
合
い

を
さ
れ
最
後
の
35
桂
が
打
て
な
く
な
り
ま
す
。
詰

パ
ラ
中
学
校
で
出
題
さ
れ
れ
ば
手
数
を
考
え
て
無

意
識
で
24
角
と
打

っ
ち
ゃ
い
そ
う
で
す
が
、
こ
こ

で
は
少
し
は
考
え
て
く
れ
た
人
も
い
る
か
も
。 

 

作
者 

 

飛
生
か
ら
24
角
の
短
打
が
狙
い
。
11
銀
→
11
香

と
す
る
と
、
３
手
目
32
飛
成

（

 

～
43
龍 

）
で

余
詰
み
ま
す
。 

橋
本
孝
治 

 

遠
打
と
違

っ
て
短
打
は
気
付
か
ず
に
指
し
て
し
ま



い
ま
す
。
本
局
も
あ
と
か
ら
考
え
て
意
味
が
分
か

る
作
で
し
た
。 

隅
の
老
人
Ａ 

 

24
角
の
短
打
が
光
る
、
打
歩
打
開
の
好
作
。
表
題

「

 

無
欲
で
行
こ
う 

」
評
価
Ａ 

隅
の
老
人
Ｂ 

 

不
成
に
短
打
、
Ａ
爺
さ
ん
の
評
価
は
Ａ
。

ハ
イ
、

納
得
で
す
。 

冬
眠
蛙 

 

飛
生
＋
短
打
で
ニ
コ
リ
。 

 

★ 

解
答
者
全
員
好
評
で
し
た
。
実
は
九
州
Ｇ
課
題

（

 

最
終
手
＝
桂 

）

へ
の
投
稿
作
で
し
た
が
、

担
当
者
酒
井
さ
ん
よ
り
こ
ち
ら

へ
転
送
さ
れ
て
き

ま
し
た
。 

 

第
６
番 
 

 

赳
と
英 

 

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

飛

角

飛

銀桂

香

香

歩

桂

玉

馬

金

歩

 

【 

詰
手
順 

】 

４
五
飛
成 

２
三
玉 

２
五
龍 

２
四
馬 

同 

龍 

同 

桂 

４
五
角 

３
四
桂 

３
二
銀 

１
二
玉 

３
四
角 

１

一
玉 

 

３
三
角 
２
二
桂 

２
三
桂 

１
二
玉 



３

一
桂
成 

３
四
桂 

２

一
銀
生 

２
三
玉 

２
二
角
成 

同 

玉 

３
二
成
桂 

２
三
玉 

３
五
桂 
迄 

25

手 

【 

変
化 
】 

4

手
目
、
24
金
合
は
、
45
角
、
33

玉
、
13

飛
成
、

44

玉
、
36
桂
、
55

玉
、
53
龍
、
66

玉
、
67
銀
、
77

玉
、
76
金 

以
下 

6

手
目
、
同
玉
は
、
46
角
、
33

玉
、
45
桂
、
43

玉
、

53
桂
成
、
同
玉
、
13
飛
成
、
43
銀
、
63
金
、
42

玉
、

64
角
、
51

玉
、
62
銀
、
以
下 

8

手
目
、
34
歩
合
は
、
32
銀
以
下
12
歩
が
打
て
る

の
で
早
い
。 

10

手
目
、
33

玉
は
、
11
角
、
22
歩
、
同
角
成
、
42

玉
、
31
銀
生
、
43

玉
、
55
桂
、
52

玉
、
33
馬
以
下
。 

14

手
目
、
22
歩
合
は
、
23
桂
、
12

玉
、
31
桂
成
、

11

玉
、
21
成
桂
ま
で 

【 

詰
上
り
図 

】 

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

銀

圭

桂

なし

香

香

歩

玉

桂桂

金

歩

 

★ 

最
初
に
投
稿
頂
い
た
図
は
45
角
、
34
桂
以
下
の

19

手
詰
で
盤
面
7
枚
で
し
た
。
作
者
が
そ
の
図
は

不
動
駒
が
多
す
ぎ
る
と
改
良
を
重
ね
ら
れ
出
来
上

が
っ
た
の
が
発
表
図
で
す
。
ど
ん
な
時
で
も
最
善

を
尽
く
す
姿
勢
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

（

 

一
度



完
成
す
る
と
２
度
と
顧
み
な
い
誰
か
さ
ん
と
は
大

違
い 

）
と
い
う
わ
け
で
頭
６
手
は
後
か
ら
逆
算

で
入
れ
ら
れ
た
も
の
。
馬
の
移
動
合
が
入
る
な
ん

て
凄
い
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。 

橋
本
孝
治 

 

抵
抗
感
の
あ
る
序
か
ら
、
玉
を
陰
に
逃
が
し
そ
う

な
32
銀
が
ヤ
マ
で
す
ね
。
そ
れ
と
、
い
つ
の
ま
に

か
復
活
す
る
34
桂
が
印
象
的
で
し
た
。 

 

★ 

32
銀
に
対
す
る
33

玉
の
変
化
が
ち
ょ
っ
と
読

み
難
い
の
で
難
手
と
な

っ
て
い
る
か
も
。 

 

隅
の
老
人
Ａ 

 

絶
え
ず
不
詰
感
が
漂
う
が
「

 

悪
力 

」
で
追
う
、

難
し
か
っ
た
。

ハ
ッ
と
す
る
妙
手
が
１
手
で
も
入

れ
ば
A

に
昇
格
、
間
違
い
な
し
。
命
名
は
角
を
突

き
合
う

「

 

闘
牛 

」
度
々
お
見
受
け
い
た
し
ま

す
が
、
本
名
は
？
作
者
が
分
か
れ
ば
詰
め
易
い
の

だ
が
。
評
価
Ｂ 

 

★ 

本
名
は
、
○
内
さ
ん
。 

読
み
方
が
ち
ょ
っ
と

難
し
い
。
愛
媛
出
身
の
方
で
す
。
分
か
っ
た
か
な
？ 

 

隅
の
老
人
Ｂ 

 

金
合
と
思

っ
た
ら
馬
の
移
動
合
、
歩
合
と
思

っ
た

ら
、
桂
合
と
こ
れ
ま
た
裏
目
。
大
駒
が
消
え
て
の

収
束
も
気
分
良
し
、
Ｂ
爺
さ
ん
は
Ａ
点
進
上
。 

冬
眠
蛙 

 

な
ぜ
か
24

馬
の
局
面
で
45
角
の

一
手
と
思
い
込

み
、
会
合
で
は
解
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
手
拍
子
っ

て
怖
い
。
そ
れ
に
し
て
も
綺
麗
な
収
束
で
感
心
。 

★ 

5

手
目
24
同
龍
が
豪
腕
で
し
た
。 



第
７
番 

 
 

酒
井
博
久 

 
 

 

 

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

龍

飛角

銀4

馬

玉

 

【 

詰
手
順 

】 

２
九
龍 

８
八
玉 

８
九
龍 

７
七
玉 

８
七
龍 

６
六
玉 

７
六
龍 

５
五
玉 

４
六
銀 

同 

馬 

６
五
龍 

４
四
玉 

 

３
五
銀 

同 

馬 

５
四
龍 

３
三
玉 

２
四
銀 

同 

馬 

４
三
龍 

２
二
玉 

１
三
銀 

同 

馬 

３
二
龍 

１

一
玉 

２

一
龍 

迄 

25

手 

【 

変
化 

】 

2

手
目
、
79
金
合
は
、
89
飛

（

 

同
龍
～
89
金
以

下
で
も
可 

）
、
98

玉
、
87
銀
、
89

玉
、
78
銀
打

以
下
。 

6

手
目
、
68

玉
は
、
59
銀
、
69

玉

（

 

同
玉
は
57

龍
以
下 

）
、
78
銀
、
59

玉
、
57
龍
以
下
。 

18

手
目
、
42

玉
は
、
43
銀

（33
銀
打
～
32
銀
成
も

あ
る
）
、
31

玉
、
51
龍

（

 

32
銀
成
も
詰
む 

）
、
22

玉
、
32
銀
成
、
12

玉
、
21
龍 

迄 

25

手
駒
余
ら

ず

（

 

変
同 

） 

【 

紛
れ 

】 
初
手
、
89
飛
は
、
98

玉
、
87
銀

（

 

96
龍
は
89

玉

以
下
逃
れ 

）
、
89

玉
、
78
銀
打
、
79

玉
、
29
龍
、



39
角
合
以
下
逃
れ
。 

★ 
今
回
の
作
品
展
に
６
作
登
場
の
酒
井
氏
で
す
が
、

そ
の
中
で
も

一
押
し
な
の
が
本
作
な
の
で
す
。
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
の
調
査
で
は
同

一
作
は
な
い
と
の
事
。 

 

【 

詰
上
り
図 
】 

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

龍

角

なし

玉

馬

 

 

作
者 

 

銀
捨
て+

龍
絞
り
の
趣
向
手
順
は
あ
り
ふ
れ
て
い

ま
す
が
、
飛
角
図
式
で
表
現
し
た
点
に
わ
ず
か
な

が
ら
新
味
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
持
駒
趣
向+

玉
の

斜
め
大
移
動

（

 

99
～
11 

）
の
付
加
価
値
も
あ

り
ま
す
。 

 

飛
角
図
式
と
は
い
え
、
88
飛
の
働
き
が
イ
マ
イ
チ

な
の
が
弱
点
。
当
初
は
、
26
龍
→
39
龍
、
88

飛

→
99
龍
、
99

玉
→
77

玉
で
、
88
龍
捨
て
か
ら
始

め
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
だ
が
、
初
手
86
銀
や

79
龍
左
の
余
詰
が
あ
っ
て
断
念
。 

57
馬
は
角
で
も
成
立
し
て
い
る
が
、
46
銀
を
同
角

生
と
取

っ
て
も
余
詰
が
な
い
の
で
、
こ
こ
の
飛
限

定
を
避
け
た
。
24
銀
に
作
意
は
同
馬
で
す
が
、
42

玉
と
逃
げ
ら
れ
る
と

（

 

複
数
の
詰
手
順
は
あ
る



も
の
の 

）
早
い
順
が
あ
り
ま
せ
ん

（

 

つ
ま
り

変
同 

）。
反
復
の
慣
性
で
見
落
と
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
痛
い
で
す
が
、
致
命
的
な
も
の
で
は
な
い

と
思
う
の
で
、
そ
の
ま
ま
投
稿
し
て
お
き
ま
す
。 

 ★ 

作
者
の
コ
メ
ン
ト
で
言
い
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
何
と
い
っ
て
も
飛
角
図
式
で
表
現
で
き
た
と

い
う
の
に
付
き
ま
す
。 

 

橋
本
孝
治 

 

図
巧
63
番
の
ア
レ
ン
ジ
で
す
ね
。
知

っ
て
い
れ
ば

（

 

変
化
飛
ば
し
の
術
で 

）

一
瞬
で
す
が
、
知

ら
ず
に
解
く
と
苦
労
す
る
か
も
。 

 

★ 

序
に
ち
ょ
っ
と
変
化
が
多
く
あ
り
ま
す
。
筋
が

見
え
れ
ば
読
み
飛
ば
し
の
術
が
使
え
ま
す
が･

･
･
 

 

【参
考
図
】
図
巧
63
番 

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

飛

金

龍

角

金2銀2

銀

馬

桂

歩香

全

と

玉

 

97
金 

同
玉 

86
龍 

98

玉 

97
龍 

同
玉 

99
香 

同

と 

87

金
打 

98

玉 

88

金 

同
玉 

58

龍 

77

玉 

78

龍 

86

玉 

87

龍 

75

玉 

85

龍 

64

玉 

55

銀 
同
馬 
74

龍 

53

玉 

44

銀 

同
馬 

63

龍 

42

玉 

33
銀 
同
馬 

52
龍 

31

玉 

22
銀 

同
馬 

41
龍 

迄 



35

手 
★ 
さ
す
が
に
看
寿
。
趣
向
部
分
も
素
晴
ら
し
い
で

す
が
、
そ
れ
以
外
の
手
順
も
半
端
な
い
で
す
。 

 

隅
の
老
人
Ａ 

 

ト
リ
プ
ル
趣
向
を
楽
し
み
ま
し
た
。
易
し
さ
で
更

に
盛
り
上
が
る
。
命
名

「
 

４
段
ロ
ケ
ッ
ト 

」

評
価 

Ａ 

隅
の
老
人
Ｂ 

 

解
け
て
思
わ
ず
、
「

 

上
手
い
！ 
」
飛
角
図
式
で

持
駒
趣
向
、
加
え
て
手
順
も
趣
向
入
り
。
こ
ん
な

別
嬪
見
た
こ
と
な
い
。
同
県
人
の
江
口
さ
ん
も
裸

足
で
逃
げ
る
？ 

 

★ 

江
口
さ
ん
も
熊
本
で
す
ね
。
会
合
参
加
は
な
い

の
か
な
？ 

冬
眠
蛙 

 

89
飛
か
ら
詰
ま
な
く
て
苦
悶
。
あ
れ
、
初
手
29
龍

な
ら
？
ヤ
ラ
レ
タ
！ 

★ 

47

馬
配
置
で
29
龍
は
や
り
に
く
さ
満
点
で
し

た
。 

第
８
番 

 
 

酒
井
博
久 

 

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

と桂

龍

金龍

角銀

歩

歩

玉

銀角

 



【 

詰
手
順 

】 
４
四
金 

同 

銀 

４
三
銀 

同 

玉 

６
三
龍 
３
四
玉 

４
三
龍 

２
三
玉 

２

一
龍 
２
二
桂 

同 

龍 

同 

玉 
 

２

一
桂
成 

同 
玉 

１
二
角 

１

一
玉 

２
二
角 

同 

玉 
２
三
角
成 

１

一
玉 

１
二
馬 

同 

玉 

２
四
桂 

２
二
玉 

３
二
桂
成 

１
二
玉 

１
三
歩 

１

一
玉 

４

一
龍 

迄 

29

手 

 

【 

変
化 

】 

2

手
目
、
23

玉
は
、
25
龍
以
下 

8

手
目
、
35

玉
は
、
44
龍
、
同
玉
、
62
角
、
45

玉

（

 

53
歩
に
は
同
龍 

）
、
63
角
以
下
、
29

手
駒
余

り
以
内
。 

※
無
駄
合
と
か
も
あ
っ
て
煩
わ
し
い
の
で
す
が
、
割

り
切
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。 

8

手
目
、
同
玉
は
、
61
角
、
52
歩
、
同
龍
、
34

玉
、

55
龍
、
23

玉
、
25
龍
以
下
。 

10

手
目
、
22
香
は
、
同
龍
、
同
玉
、
21
桂
成
、
同

玉
、
24
香
以
下
。 

【 

紛
れ 

】 

3

手
目
、
35
銀
は
、
同
銀
、
54
龍
上
、
同
角
、
同

龍
、
23

玉
以
下
逃
れ
。 

7

手
目
、
43
角
は
、
35

玉
以
下
逃
れ
。 

11

手
目
、
32
龍
引
は
、
14

玉
以
下
逃
れ
。 

11

手
目
、
34
角
は
、
14

玉
、
12
龍
、
13
桂

（

 

ま

た
は
金 

）
以
下
逃
れ
。 

13

手
目
、
31
角
は
、
23

玉
以
下
逃
れ
。 

 
★ 
短
大
返
送
作
だ
そ
う
で
す
。 

 



【 

詰
上
り
図 

】 

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

歩

圭

龍

なし

玉

歩

銀

 

作
者 

 

８
手
目
35

玉
の
変
化
は
嫌
味
で
す
が
、
63
龍
～

43
龍
は
、
不
利
感
の
あ
る
着
手
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

★ 

初
手
は
ま
あ
や

っ
て
み
る
手
。
同
銀
と
取
ら
れ

て
43
銀
、
同
玉
。
こ
こ
で
目
に
付
く
の
は
63
龍

で
す
が
、
34

玉
と
逃
げ
ら
れ
て
詰
む
の
？
と
不

安
に
な
り
ま
す
。
担
当
は
、
こ
れ
を
読
む
の
が

い
や
で
初
形
に
戻
り
ま
し
た
。
し
か
し
目
ぼ
し

い
手
も
な
く
、
ま
た
こ
の
局
面
に
。
そ
う
な
る

と
43
龍
は
取
れ
ば
61
角
が
見
え
る
の
で
や

っ

て
み
る
手
で
す
。
し
か
し
現
実
は
35

玉
と
逃
げ

ら
れ
て
大
海
を
さ
迷
う
玉
を
詰
め
な
け
れ
ば
い

け
な
い
現
実
に
直
面
し
ま
す
。
プ
ロ
棋
士
と
か

指
将
棋
派
の
方
は
全
て
を
読
ま
な
い
と
気
が
す

ま
な
い
人
が
多
い
で
し
ょ
う
が
ベ
テ
ラ
ン
詰
キ

ス
ト
は
違
い
ま
す
。
飛
ば
し
ま
す

（

 

笑 

）

作
者
を
信
用
し
ま
す

（

 

笑 

）
冗
談
は
さ
て

お
き
43
龍
に
対
し
て
23

玉
と
な
れ
ば
あ
と
は

す
ら
す
ら
詰
め
上
が
り
ま
す
。
前
半
と
後
半
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
凄
い
作
品
で
し
た
。 

 
 



橋
本
孝
治 

 
９
手
目
か
ら
は
流
れ
る
よ
う
な
手
順
で
す
が
、
そ

れ
ま
で
の
変
化
と
紛
れ
は
大
変
。
３
手
目
35
銀
の

紛
れ
は
か
な
り
深
い
で
す
し
、
８
手
目
の
変
化
が

同
手
数
駒
余
り
以
内
に
収
ま
る
の
に
も
驚
き
ま
し

た
。
逆
算
が
強
引
に
も
思
え
ま
す
が
、
協
力
し
な

い
ル
ー
ル
な
ら
で
は
の
攻
防
が
楽
し
め
ま
し
た
。 

隅
の
老
人
Ａ 

 

酒
井
さ
ん
に
は
何
時
も
イ
ジ
メ
ら
れ
ま
す
が
、
好

き
で
す
よ
。 

63
角
が
質
駒
で
取
る
の
が
野
暮

っ

た
い
け
れ
ど
、
収
束
で
の
角
の
捌
き
は
前
半
の
イ

ラ
つ
き
を
解
消
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
命
名
「

 
角

兵
衛
獅
子 

」
評
価
Ａ 

隅
の
老
人
Ｂ 

 

大
海
も
の
、
43
竜
が
見
え
ず
大
苦
戦
、
続
く
23

王

も
意
外
な

一
手
。
熊
本
な
ら
東
シ
ナ
海
の
波
高
し
、

か
な
。 

冬
眠
蛙 

 

変
化
飛
ば
し
ま
く
り
ま
し
た
が
、
大
丈
夫
か
な
？

63
龍
～
43
龍
が
力
技
で
す
ね
。 

 

第
９
番 

 
 

酒
井
博
久 

 
 

 

 

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九龍角

金

角

銀

桂

銀王

なし

玉

歩

金

飛

 



【 

詰
手
順 

】 
６
八
銀
左 

同 

金 

５
八
金 

同 

金 

４
八
角 
同 

金 

同 

銀 

６
八
玉 

５
七
銀 
７
九
玉 

６
八
銀 

同 

玉 
 

３
八
龍 

７
九
玉 

７
八
金 

８
九
玉 

８
八
金 

９
九
玉 
９
八
金 

８
九
玉 

８
八
龍 

同
飛
成 

同 
金 

７
九
玉 

７
三
飛 

６
九
玉 

７
八
飛
成 

５
九
玉 

５
八
龍 

迄 

29

手 

【 

変
化 

】 

4

手
目
、
69

玉
、
68
金
、
79

玉
、
78
金
、
89

玉
、

79
金
、
同
玉
、
68
銀
、
同
玉
、
38
龍
以
下
。 

※
作
意
と
似
て
い
る
が
、
39
角
が
残
っ
て
い
る
の
で

早
い
。 

12

手
目
89

玉
、
67
角
、
同
歩
成
、
77(

 

57 
)

桂
以
下
。 

26

手
目
は
68

玉
も
可
。 

【 

紛
れ 

】 

初
手
58
金
、
69

玉
、
68
金
、
同
金
、
58
角
、
同
金

以
下
逃
れ
。 

 

【 

詰
上
り
図 

】 

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九角

龍金

王

なし

玉

歩

 



作
者 

 
玉
が
往
復
し
て
還
元
す
る
な
ど
、

一
定
の
見
所
は

あ
る
が
、
内
容
が
薄
い
。
半
分
以
上
が
収
束
と
い

う
感
じ
で
物
足
り
な
い
。
で
も
、
ま
と
ま
り
の
よ

さ
は
評
価
で
き
る
か
？
77
銀
は
持
駒
で
も
成
立

す
る
が
、
置
く
ほ
う
が
ベ
タ
ー
だ
ろ
う
。 

 

前
回

（

 

持
駒
な
し 
）
の
課
題
作
と
同
時

（

 

正

確
に
は
少
し
前 

）
に
作

っ
た
も
の
。
実
を
言
う

と
、
66
歩

・
86

飛

・
97

王
の
三
枚
を
除
き

一
路

左
に
寄
せ
て
も
、
詰
む
こ
と
は
詰
む

（
 

11

手
目

78
銀
に
98

玉
な
ら
89
金
、
97

玉
、
37
龍
以
下 

）。

し
か
し
、
収
束
で
色
々
な
詰
め
方
が
生
じ
、
う
ま

く
ま
と
ま
ら
な
い
。
キ
ズ
と
し
て
処
理
す
る
に
は
、

ち
ょ
っ
と
大
き
す
ぎ
る
よ
う
に
思
う
し
。 

 
 

結
局
、
ダ
ラ
ダ
ラ
と
し
た
収
束
に
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
ま
あ
、
そ
の
お
か
げ

（

 

？ 

）
で

還
元
玉
に
な

っ
た
と
も
言
え
る
の
だ
が
。 

 

★ 

序
で
３
連
続
金
の
横
移
動
。
続
い
て
そ
の
金
を

取

っ
た
48
銀
を
消
去
。
龍
を
８
段
目
に
据
え
て
金

の
横
滑
り
。
飛
を
取

っ
て
ラ
ス
ト
は
還
元
玉
と
や

っ
て
る
こ
と
は
や

っ
て
ま
す
。
趣
向
も
や
や
薄
め

と
い
う
こ
と
で
解
答
者
に
は
や
や
不
満
が
残
っ
た

感
じ
で
し
た
。 

橋
本
孝
治 

 

一
応
こ
れ
で
合

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
く

分
か
り
ま
せ
ん
。
紛
れ
に
入
ら
な
い
と
狙
い
が
分

か
ら
な
い
タ
イ
プ
の
作
品
で
し
ょ
う
か
？ 

隅
の
老
人
Ａ 

 
気
持
ち
良
く
駒
を
捌
い
て
い
た
ら
危
な
い
危
な
い
、

短
手
数
で
詰
め
る
と
こ
ろ
だ

っ
た
。
命
名

「

 

も

ぐ
ら
叩
き 

」
評
価
Ｂ 



隅
の
老
人
Ｂ 

 
持
駒
は
な
し
、
29
竜
の
出
番
は
何
時
？
ま
さ
か
73

飛
打
が
出
る
と
は
ね
、
で
し
た
。
難
解
派
の
酒
井

さ
ん
は
何
処
に
在
り
や
？ 

 

第
10
番 

 
 

酒
井
博
久 

 
持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九飛

歩

と

金

金

飛

角

桂

角銀2

香

歩

香

香

香と

歩

玉

銀

銀歩

 

【 

詰
手
順 

】 

４
三
角 

４
四
玉 

５
六
桂 

３
三
玉 

３
四
角
成 

同 

玉 

３
五
金 

同 

玉 

３
六
金 

２
四
玉 

２
五
金 

同 

玉 
 

２
六
銀 

同 

玉 

２
七
銀 

 

同 

玉 

２
九
香 

２
八
角 

同 

香 

同 

玉 

１
七
角 

２
七
玉 

２
八
銀 

１
六
玉 

６
二
角
成 

２
五
玉 

２
六
銀 

２
四
玉 

５

一
馬 

３
三
歩 

３
五
銀 

２
五
玉 

５
二
馬 

３
四
角 

２
六
銀 

２
四
玉 

 

３
四
飛 

同 

歩 

４
二
馬 

３
三
飛 

同 

馬 

同 

玉 

４
四
角 

３
二
玉 

３
三
飛 

２
二
玉 

５
三
飛
成 

１
二
玉 

１
三
飛
成 

同 

玉 

１
四
歩 

同 

玉 
１
五
香 

２
四
玉 

３
五
角 

同 

歩 

２
五
歩 
３
四
玉 

４
四
龍 

迄 

59

手 



【 

変
化 

】 
2

手
目
、
63

玉
、
64
銀
、
同
玉

（

 

74

玉
は
75
銀
、

同
玉
、
79

飛
以
下 

）
、
56
桂
、
73

玉
、
74
銀
、

同
玉
、
79
飛
以
下
。 

4

手
目
、
55

玉
、
64
銀
、
66

玉
、
69
飛
、
68
歩
、

67
銀
、
同
玉
、
78
銀
、
同
玉
、
79
飛
以
下
。 

8

手
目
33

玉
、
34
銀
、
32

玉
、
23
銀
成
、
41

玉
、

32
銀
、
同
香
、
同
成
銀
、
同
玉
、
33
香
、
同
玉
、
13

飛
成
以
下
。 

10

手
目
34

玉
、
35
金
、
33

玉
、
34
金
、
22

玉
、
33

銀
、
同
香
、
同
金
以
下
。 

18

手
目
28
銀
合
、
同
香
、
同
玉
、
17
銀
、
同
香
成
、

29
飛
右
、
18

玉
、
19
銀
ま
で
。 

26

手
目
18
歩
、
17
銀

（

 

同
飛
で
も
歩
が
１
枚
増

え
る
の
で
詰
む
が 

）
、
15

玉
、
51
馬
、
33
歩
、
16

銀
打
、
24

玉
、
29
飛
右
以
下
。
※
34
飛
捨
て
あ
り
。 

34

手
目
34
桂
合
、
26
銀
、
24

玉
、
34

飛
、
同
歩
、

42
馬
以
下
。 

40

手
目
33
他
合
、
13
飛
成
、
同
玉
、
14
歩
、
22

玉
、

13
歩
成
、
同
玉
、
31
馬
以
下
。
※
銀
合
だ
と
こ
こ
で

22
銀
引
と
で
き
る
が
、
大
差
な
し
。 

44

手
目
42

玉
、
43
歩
、
同
玉

（

 

51

玉
は
61

飛
、

同
玉
、
69
飛
以
下 

）
、
63
飛
、
54

玉
、
53
角
成
、

55

玉
、
44
馬
、
46

玉

（56

玉
は
59
飛
、
57
歩
、
66

飛
成
以
下
、
同
手
数
駒
余
り
。
57
歩
の
所
58
歩
は
無

駄
合
と
判
断
）
、
49
飛
、
47
合
、
37
銀
上
、
57

玉
、

66
馬
、
58

玉
、
67
馬
ま
で
同
手
数
駒
余
り
。
※
43

歩
、
51

玉
、
52
歩
以
下
な
ど
、
変
別
も
あ
る
の
で
要

注
意
。 

【 

紛
れ 

】 
初
手
55
銀
、
63

玉
、
64
銀
、
同
玉
、
56
桂
、
73

玉

以
下
逃
れ
。 



3

手
目
34
角
成
、
53

玉
以
下
逃
れ
。 

37

手
目
、
34
馬
、
同
歩
、
42
角
、
33
合
以
下
逃
れ
。 

47

手
目
43
飛
生
も
可
。
※
厳
密
に
は
余
詰
だ
が
、
や

む
を
得
な
い
。 

53

手
目
16
～
19

に
打

つ
の
も
可
。 

【 

詰
上
り
図 
】 

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

香歩

銀

銀

龍

桂

なし

歩

香

香

玉

歩

歩

 

作
者 

 

打
歩
打
開
が
中
心
的
狙
い
。
33
飛
合
を
発
見
し
収

束
を
引
き
延
ば
す
こ
と
に
し
た
が

（

 

当
初
は
攻

11
と
配
置
で
も
っ
と
あ

っ
さ
り
し
て
い
た 

）
、

35
角
捨
て
で
何
と
か
ま
と
ま
っ
た
。 

★ 

2

手
目
63

玉
の
変
化
を
考
え
る
だ
け
で
熱
が

出
そ
う
で
す
し
、
4

手
目
55

玉
も
同
じ
。
だ
が
こ

こ
で
33

玉
と
な

っ
た
場
面
で
俄
然
元
気
が
出
て

き
ま
す
。
金
を
捌
き
２
筋
の
玉
を
銀
連
打
で
27

へ
。

29

香
に
歩
と
桂
の
合
駒
は
出
来
な
い
の
で
角
と

決
ま
れ
ば
作
意
と
確
信
で
き
ま
す
。
質
駒
の
62
銀

を
開
き
王
手
で
奪
い
51
馬
、
33
歩
か
ら
の
合
駒
の

や
り
取
り
は
面
白
い
の
一
言
。
34
飛
と
角
を
奪
い

42
馬
に
対
す
る
33

飛
合
が
変
化
の
31

馬
を
消
す

眼
目
の
一
手
。
こ
の
飛
を
あ
っ
さ
り
取

っ
て
収
束

と
な
り
ま
す
が
作
意
は
角
捨
て
も
入
っ
て
き
れ
い



に
詰
み
上
が
り
ま
す
。
唯

一
気
に
な
る
の
が
収
束

前
の
47

手
目
作
意
53

飛
成
が
43

飛
生

（成
だ
と

ダ
メ
）
で
も
良
い
と
い
う
点
。
作
者
も
言
っ
て
ま

す
が
厳
密
に
言
え
ば
余
詰
と
い
う
の
は
そ
の
通
り

だ
と
思
い
ま
す
が
、
34

に
利
か
さ
ず
42

に
利
か
す

と
い
う
手
の
意
味
を
考
え
れ
ば
非
限
定
で
も
い
い

の
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。 

橋
本
孝
治 

 

「

 

詰
将
棋
は
根
性
だ
！ 

」
と
い
う
言
葉
が
似

合
い
そ
う
な
作
。
特
に
47

手
目
13
飛
成
の
紛
れ
は
、

な
か
な
か
諦
め
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
創
作
の
出

発
点
は
18

手
目
の
角
合
あ
た
り
で
し
ょ
う
か
？

本
当
な
ら
見
所
満
載
の
力
作
と
言
い
た
い
の
で
す

が
、
47

手
目
の
非
限
定

（

 

53

飛
成
で
も
43

飛

生
で
も
良
い 

）
の
せ
い
で
、
締
ま
ら
な
い
印
象

が
残
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

隅
の
老
人
Ａ 

 

趣
向
を
思
わ
せ
る
配
置
だ
が
、
い
き
な
り
厄
介
な

変
化
が
待
っ
て
い
る
。
命
題

「

 

５
里
霧
中 

」

と
付
け
た
く
な

っ
た
。
よ
う
や
く
２
筋
に
誘
い
込

み
ヤ
レ
ヤ
レ
、
第
１
幕
終
了
。
62
角
成
と
質
駒
を

取
る
が
、
２
幕
目
は
こ
れ
ま
た
厄
介
な
合
駒
合
戦
。

息
が
上
が

っ
た
が
44
角
と
打
ち
込
み
終
焉
が
見

え
て
き
た
。
35
角
と
大
見
得
を
切
り
、
拍
手
喝
采
。

め
で
た
し
目
出
度
し
。
評
価 

Ａ 

隅
の
老
人
Ｂ 

 

第
9
番
で

「

 

難
解
派
の
酒
井
さ
ん
は
ど
う
し
た

の 

」
と
言
っ
た
ら
、
そ
の
お
返
し
が
あ
り
ま
し

た
。
初
手
が
な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
。
ま
た
誤
植

か
な
？
王
方
51
と
金
が
気
に
か
か
る
。
43
角
打
、

2

手
目
の
変
化
読
み
で
日
が
暮
れ
た
。
前
半
は
変

化
読
み
、
後
半
は
合
駒
調
べ
で
難
し
い
。
や

っ
ぱ



り
酒
井
さ
ん
は
難
解
派
。 

★ 
変
化
す
べ
て
読
よ
ま
れ
る
と
は
流
石
！ 

 

第
11
番 

 
 

酒
井
博
久 

 
 

 

 

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

馬

金

歩

桂桂

飛

香

歩

角金2

飛

玉

金

歩

香

と

 

【 

詰
手
順 

】 

３
八
角 

同 

玉 

３
七
金 

２
八
玉 

３
八
金 

１
九
玉 

１
八
金 

同 

玉 

１
七
馬 

同 

玉 

５
七
飛 

１
八
玉 

 

１
七
飛 

２
九
玉 

２
八
金
打 

同
飛
成 

同 

金 

同 

玉 

１
八
飛
打 

２
九
玉 

２
七
飛 

２
八
歩 

同
飛
引 

３
九
玉 

３
八
飛 

４
九
玉 

４
八
飛 

５
九
玉 

５
八
飛 

６
九
玉 

６
八
飛 

７
九
玉 

７
八
飛 

８
九
玉 

７
九
金 

９
八
玉 

８

一
香
成 

９
七
玉 

８
八
金 

９
六
玉 

 

１
六
飛 

９
五
玉 

９
七
香 

８
四
玉 

１
四
飛 

８
五
玉 

１
五
飛 

８
六
玉 

１
六
飛 

８
五
玉 

８
六
歩 

８
四
玉 

１
四
飛 

８
三
玉 

８
二
成
香 

同 

玉 

８
四
飛 

８
三
銀 

同
飛
成 

同 

玉 
９
四
銀 

８
二
玉 

９
三
銀
成 

８

一
玉 

９
二
成
銀 

迄 

65

手 



【 

変
化 

】 
2

手
目
、
39

玉
、
29
金
、
48

玉
、
26
馬
以
下
。 

4

手
目
、
48

玉
、
38
馬
、
59

玉
、
69
金
、
同
玉
、

79
金
以
下
。 

12

手
目
、
16

玉
、
17
金
、
25

玉
、
26
金
以
下
。 

14

手
目
、
同
玉
、
27
金
打
以
下
。 

20

手
目
、
39

玉
は
37
飛
以
下
早
い
。
受
方
は
38
～

78

の
ど
こ
か
に
捨
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
①

38
～
58
、
78
歩
だ
と
同
飛
寄
か
ら
飛
引

（

 

78
歩

の
場
合
は
79
金 

）
で
簡
単
。
②
68
歩
は
二
歩
だ
か

ら
68
香
と
な
る
た
め
早
詰
。 

22

手
目
、
39

玉
は
20

手
目
変
化
と
同
じ
。 

38

手
目
、
87

玉
も
可
。
※
攻
97
桂
を
置
け
ば
限
定

で
き
る
が
、
そ
こ
ま
で
す
る
必
要
な
し
と
判
断
。 

42

手
目
、
86
歩
、
同
飛
、
95

玉
、
96
歩
、
86

玉
、

87
香
、
96

玉
、
76
飛
以
下
。 

46

手
目
、
83

玉
、
93
香
成
、
同
玉
、
73
飛
成
、
83

金
、
94
歩
、
92

玉
、
91
成
香
、
同
玉
、
11
飛
成
以

下
63

手
駒
余
り
。 

48

手
目
、
84

玉
、
85
歩
、
83

玉
、
13
飛
成
、
63
桂
、

84
歩
、
同
玉
、
24
龍
以
下
。 

58

手
目
、
①
歩
香
桂
合
は
92
香
成
、
同
玉
、
72

飛

成
以
下
、
同
手
数
駒
余
り
。
②
金
角
合
は
同
飛
成
以

下
2

手
短
い
。 

【 

紛
れ 

】 

3

手
目
、
26
金
、
29

玉
以
下
逃
れ
。 

5

手
目
、
・
27
金
、
29

玉

（

 

ま
た
は
39

玉 

）

以
下
逃
れ

・
27
馬
、
同
飛
成
、
同
金
、
39

玉
以
下
逃

れ
。
・
38
馬
、
19

玉
、
29
金
、
同
飛
成
、
同
馬
、
同

玉
以
下
逃
れ
。 

13

手
目
、
28
金
打
、
同
飛
成
、
同
金
、
同
玉
以
下
逃

れ
。 



19

手
目
、
27
飛
、
39

玉
以
下
逃
れ
。 

21

手
目
、
19

飛
、
38

玉
、
18

飛
、
28
歩
、
同
飛
、

49

玉
、
47

（

 

27 

）
桂
、
39
銀
以
下
逃
れ
。 

23

手
目
、
同
飛
寄
、
39

玉
以
下
逃
れ
。 

41

手
目
、
97
香
、
85

玉
、
15
飛
、
86

玉
以
下
逃
れ
。 

【 

詰
上
り
図 
】 

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

飛

歩

金

全

香

なし

歩

玉

と

 

★ 

序
の
紛
れ
を
乗
り
越
え
飛
を
手
に
入
れ
れ
ば
何

だ
か
趣
向
っ
ぽ
い
形
が
見
え
て
く
る
。
ポ
イ
ン
ト

は
橋
本
さ
ん
も
言

っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
21

手
目

の
場
面
。
19
飛
～
18
飛
引
が
作
意
ら
し
い
手
順
な

の
で
私
も
嵌
り
ま
し
た
。
27
飛
と
し
て
こ
こ
で
28

歩
合
と
す
る
の
が
巧
い

（

 

変
化
参
照 

）。
同
飛

引
と
し
て
以
下
は
飛
の
横
ば
い
か
ら
81

香
成
と

し
て
持
駒
香
と
歩
と
１
筋
の
飛
を
う
ま
く
連
動
さ

せ
収
束
し
ま
す
。
趣
向
部
分
が
や
や
弱
い
の
で
、

序
の
巧
み
さ
や
収
束
に
感
心
し
た
と
い
う
声
が
あ

り
ま
す
が
、
充
分
に
楽
し
め
る
内
容
で
は
あ
る
こ

と
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
次
回
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 
橋
本
孝
治 

 

21

手
目
か
ら
19
飛
、
38

玉
、
18
飛
引
と
す
る
紛



れ
が
強
力
で
、
か
な
り
悩
み
ま
し
た
。
17

へ
馬
と

飛
を
送
り
込
む
序
や
、
切
れ
そ
う
で
切
れ
な
い
収

束
手
順
な
ど
、
な
か
な
か
充
実
し
た
手
順
で
、
読

み
応
え
が
あ
り
ま
し
た
。 

隅
の
老
人
Ａ 

 

作
意
と
掛
け
て
、
初
心
者
の
ス
ケ
ー
ト
と
解
く
。

そ
の
心
は

「

 

手
摺
り
磨
き 

」
に
似
た
り
。
9

筋
に
辿
り
着
い
て
か
ら
、
ヨ
タ
ヨ
タ
と
転
び
そ
う

で
手
摺
り
に
ひ
が
み
つ
く
。
や

っ
と
コ
ー
ナ
ー
の

ポ
ケ
ッ
ト
に
座
り
込
み
、
ホ
ッ
と

一
息
。
評
価
Ｂ 

隅
の
老
人
Ｂ 

 

2

段
構
え
の
飛
の
趣
向
に
酒
井
さ
ん
の
遊
び
心

を
、
そ
し
て
序
の
巧
み
さ
に
酒
井
さ
ん
の
技
量
を

感
じ
ま
す
。
だ
た
、
全
体
と
し
て
は
何
か
ち
ぐ
は

ぐ
で
纏
ま
り
の
な
い
作
品
の
よ
う
な
気
が
す
る
。 

 

【 

総
評 

】 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

そ
れ
で
は
総
評
で
す
。 

橋
本
孝
治 

 

そ
ろ
そ
ろ
年
賀
詰
作
成
の
季
節
な
の
で
、
普
通
詰

将
棋
の
感
覚
を
取
り
戻
そ
う
と
解
図
し
ま
し
た
。 

今
回
は
酒
井
氏
の
大
活
躍
が
印
象
的
だ

っ
た
の
で
、

私
は
ひ
そ
か
に

「

 

詰
九
会
作
品
展 

」
と
呼
ん

で い
ま
す
。 

 

★ 

確
か
に
四
国
の
人
は
居
ま
せ
ん
ね

（

 

泣 

）

い
や
い
や
四
国
の
人
は
パ
ラ
に
出
て
ま
す
の
で･

･
 

 
隅
の
老
人
Ｂ 

 

Ａ
爺
さ
ん
と
Ｂ
爺
は
メ
ー
ル
友
達
。
メ
ー
ル
の
話



題
は
天
下
の
形
勢
か
ら
日
常
茶
飯
事
ま
で
の
、
何

で
も
あ
り
で
す
。
そ
れ
で
も
時
に
は
話
題
が
尽
き

て
、
メ
ー
ル
が
絶
え
る
。
「

 

寂
し
い
な
ぁ 

」。

そ
こ
で
Ｂ
爺
、
Ａ
爺
さ
ん

へ

「
Ｈ
Ｐ
の
た
く
ぼ
ん

さ
ん
の
処
で“
詰
四
会
の
臨
時
作
品
展
”
が
あ
る
。

解
答
の
締
め
切
り
は
11
月
30

日
。
Ｂ
爺
が
思
う
の

に
、
た
ぶ
ん
解
答
者
は
少
な
い
、
そ
れ
で
は
、
た

く
ぼ
ん
さ
ん
は
ガ
ッ
カ
リ
だ
ろ
う
。
で
、
「

 

暇
つ

ぶ
し
に
、
Ａ
爺
さ
ん
、
Ｂ
爺
さ
ん
の
掛
け
合
い
漫

才
で
解
答
し
ま
せ
ん
か
。 

」
と
提
案
の
メ
ー
ル

し
た
の
が
11
月
の
12

日
。
翌
13

日
，
Ａ
爺
さ
ん

よ
り
返
メ
ー
ル
あ
り
。
「

 

馬
が
頑
張
っ
て
い
る
、

飛
角
４
枚
使
用
の
作
品
展
で
す
ね
。
酒
井
さ
ん
は

苦
手
な
作
家
で
す
が
、
他
に
や
る
事
も
無
い
の
で

考
え
て
み
ま
す
。
感
想
は
や
や
長
め
に
書
い
て
み

ま
す
。
A
、
B
爺
の
感
想
な
ら
大
体
予
想
が
付
き

ま
す
。 

」
同
日
の
午
後
に
ま
た
メ
ー
ル
あ
り
、

「

 

詰
四
会
⑤
番
ま
で
解
い
て
み
た
。
感
想
は
こ

ん
な
モ
ノ
で
如
何
で
し
ょ
う
。 

」
各
問
題
の
初

手
と
最
終
手
、
詰
手
数
と
、
そ
の
作
品

へ
の
感
想
、

加
え
て
オ
マ
ケ
の
評
価
点
ま
で
書
い
て
あ
る
。
こ

れ
を
ヒ
ン
ト
に
未
だ
手
を
付
け
て
い
な
か
っ
た
Ｂ

爺
も
考
え
た
。
14

日
の
メ
ー
ル
、
⑥
～
⑧
。
15

日

は
「詰
四
会
の
解
答
に
取
り
組
ん
で
い
る
け
れ
ど
、

１
０
番
で
立
ち
止
ま
る
。
酒
井
さ
ん
は
矢
張
り
苦

手
だ
わ
い
。
大
学
院
並
み
の
や
や
こ
し
さ
。
暫
く

休
憩
。
」
と
あ
っ
て
、
⑨
の
感
想
と
評
価
。
同
15

日

の
午
後
4
時
前
、
ま
さ
か
今
日
は
来
な
い
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
た
メ
ー
ル
来
る
。
「

 

詰
四
会
、
⑩
～

⑪
、
鉄
は
熱
い
内
に
打
て
。
気
の
あ
る
う
ち
に
詰

将
棋 

」、
と
あ
っ
て
、
最
後
に

「

 

こ
れ
で
ノ
ル

マ
終
了
す
。 

」
で
し
た
。
さ
す
が
に
Ａ
爺
さ
ん



は
早
い
早
い
。
Ｂ
爺
は
未
だ
⑧
で
よ
た
よ
た
し
て

い
る
、
全
題
解
け
る
の
は
何
時
の
日
か
。
11
月
18

日
、
Ｂ
爺
さ
ん
も
全
題
完
了
、
長
編
が
多
く
て
解

答
書
き
で
ま
た
苦
労
。
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
暇
が

潰
れ
た
の
は
良
い
け
れ
ど
、
酒
井
さ
ん
主
催
の

「

 
F
a
i
r
y
 o
f
 t
h
e
 F
o
r
e
s
t
 #
2
9
 

」
の
解
答
を

忘
却
。
こ
ち
ら
で
頑
張
っ
た
の
だ
か
ら
、
「

 

酒
井

さ
ん
、
ご
め
ん
ね 

」、
で
す
。 

 

★ 

え
～
っ
と
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
箇
所
は
あ
り
ま

す
が

（

 

笑 

）
感
謝
感
謝
で
す
。
で
も
Ｆ
Ｏ
Ｆ

も
忘
れ
ち
ゃ
困
り
ま
す
よ
。 

 

冬
眠
蛙 

途
中
ま
で
な
ん
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
解
け
る
見
込

み
が
ほ
ぼ
皆
無
な
の
で

（

 

笑 

）
、
送
信
し
て
お

き
ま
す
。 

 ★ 

い
つ
も
詰
と
う
ほ
く
で
解
図
頂
い
て
い
る
よ
う

で
感
謝
感
謝
で
す
。
詰
と
う
ほ
く
作
品
展
開
催
の

際
に
は
お
力
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。
（

 

本

当
か
？ 

） 

 

【 

次
回
第
12

回
詰
四
会 

】 

 

次
回
の
詰
四
会
は
平
成
24
年
1
月
29

日
に
松
山

市
の
松
山
市
民
会
館
で
開
催
致
し
ま
す
。
課
題
は

「

 

斎
藤
さ
ん
の
結
婚
祝
賀
詰 

」
で
す
。
詰
備

会
と
合
同
で
予
定
し
て
い
ま
す
。
果
た
し
て
作
品

が
集
ま
る
か
が
心
配
で
す
が
、
会
員
諸
氏
の
頑
張

り
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
た
く
さ
ん
の
御

参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

た
く
ぼ
ん 


